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「
新
し
い
内
閣
は
、
結
果
本
位
の
『
仕

事
人
内
閣
』。
信
頼
回
復
に
向
け
、
一

つ
ひ
と
つ
の
政
策
課
題
に
結
果
を
出
す

努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
」。
８
月
３

日
の
組
閣
か
ら
１
ヶ
月
半
、
出
し
た
成

ニ
ン
グ
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
」
で
、「
攻
め
る

か
逃
げ
る
か　

問
わ
れ
る
解
散
の
気

概
」
と
フ
リ
ッ
プ
に
記
し
ま
し
た
。

「
解
散
に
つ
い
て
一
々
お
答
え
す
る
こ

と
は
差
し
控
え
さ
せ
て
頂
き
た
い
」。

安
倍
晋
三
首
相
が
羽
田
空
港
で
言
い
置

き
、
政
府
専
用
機
に
搭
乗
し
た
の
を
番

組
終
了
後
に
知
り
、「
闘
う
解
散
か
弄
も
て
あ
そ

ぶ
解
散
か
を
人
々
は
鋭
く
見
抜
く
」
と

ツ
イ
ー
ト
。
講
道
館
創
設
者
・
嘉か
の
う
じ

納
治

五ご
ろ
う郎
氏
の
警
句
「
人
に
勝
つ
よ
り
自
分

に
勝
て
」
も
併
せ
て
載
録
し
ま
し
た
。

「
郵
政
民
営
化
よ
り
も
っ
と
大
事
な
こ

と
が
あ
る
と
言
う
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。

し
か
し
、
郵
政
事
業
を
民
営
化
で
き
な

い
で
ど
ん
な
大
改
革
が
で
き
る
ん
で
す

か
。
公
務
員
で
な
け
れ
ば
公
共
的
な
サ

ー
ビ
ス
は
維
持
で
き
な
い
、
そ
れ
こ
そ

ま
さ
に
官
尊
民
卑
の
思
想
。
民
間
人
に

失
礼
だ
」。
深し
ん
く紅
の
緞ど
ん
ち
ょ
う帳
の
前
で
語
っ

た
宰
相
・
小
泉
純
一
郎
は
、
国
民
を

〝イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

熱
病
〞
へ
と
誘い
ざ
ない
ま
し
た
。

　

任ヤ
ク
ザ侠
の
世
界
に
留
ま
ら
ず
、
ま
な
じ

り
を
決
し
、
し
の
ぎ
を
削
る
気
迫
に
、

人
々
は
魅
了
さ
れ
が
ち
で
す
。
そ
の
行

為
の
是
非
を
問
わ
ず
…
…
。
況い
わ

ん
や
24

日
発
表
「
共
同
通
信
」
調
査
で
67
・
３

％
に
達
し
た
支
持
政
党
な
き
フ
ワ
ッ
と

し
た
「
無
党
派
層
」
に
於
い
て
を
や
。

し
た
り
顔
で
護
送
船
団
・
記
者
ク
ラ
ブ

が
語
る
「
解
散
の
大
義
」
云で
ん
で
ん々
は
然さ

し

て
関
係
な
い
の
で
す
。

　

他
方
で
、
内
閣
改
造
を
含
む
新
政
権

発
足
後
、
所
信
表
明
も
代
表
質
問
も
行

わ
ず
に
解
散
し
た
「
前
例
」
は
敗
戦
後

72
年
間
、
存
在
し
ま
せ
ん
。

「
嘗
て
な
く
重
大
で
眼
前
に
差
し
迫
っ

た
脅
威
。
必
要
な
の
は
対
話
で
な
く
圧

力
と
行
動
だ
」
と
第
72
回
国
連
総
会
で

高
言
し
た
舌
の
根
も
乾
か
ぬ
内
に
、
北

朝
鮮
非
難
決
議
は
疎お
ろ

か
、
国
事
行
為
と

し
て
国
会
召
集
す
る
天
皇
が
臨
席
の
開

会
式
す
ら
中
止
を
断
行
。「
不
敬
罪
政

権
」
と
の
誹そ
し

り
も
も
の
か
わ
、
今
上
天

皇
が
御ぎ
ょ
め
い
ぎ
ょ
じ

名
御
璽
を
押
し
た
解
散
詔し
ょ
う
し
ょ書

の
朗
読
の
み
で
〝
三
十
六
計
逃
げ
る
に

如
か
ず
〞
な
「
前
例
」
な
き
「
自
己
都

合
解
散
」
を
図
り
ま
し
た
。

　

が
、
好
事
魔
多
し
。
国
家
安
全
保
障

会
議
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
司
令
塔
た
る
首
相
、
官

房
長
官
、
外
相
、
防
衛
相
の
４
名
は
、

一
旦
緩
急
あ
れ
ば
30
分
以
内
に
官
邸
へ

駆
け
付
け
よ
と
規
定
。
然さ

り
と
て
、
与

党
党
首
た
る
宰
相
が
遊
説
に
も
出
掛
け

ず
、
官
邸
と
公
邸
に
〝
籠
城
〞
し
続
け

る
「
前
例
」
な
き
12
日
間
の
選
挙
戦
を

敢
行
す
る
訳
に
も
い
き
ま
す
ま
い
。

「
こ
の
時
期
の
衆
院
解
散
に
反
対
64
・

３
％
、
賛
成
23
・
７
％
。
森
友
・
加
計

学
園
問
題
を
巡
る
政
府
の
説
明
に
納
得

で
き
な
い
78
・
８
％
、
納
得
で
き
る

13
・
８
％
」（
共
同
通
信
）。
秋
葉
原
の

「
こ
ん
な
人
た
ち
」
の
範
囲
を
大
き
く

超
え
た
不
信
感
の
数
値
で
す
。
偶
然
に

も
街
頭
演
説
に
遭
遇
し
て
足
を
止
め
た
、

ウ
ル
ト
ラ
無
党
派
な
「
あ
ん
な
人
た

ち
」
や
「
そ
ん
な
人
た
ち
」
も
「
違
う

だ
ろ
！
」
と
自
然
発
生
的
に
唱
和
し
始

め
る
蓋
然
性
は
極
め
て
高
い
の
で
す
。

　

何
を
仰
る
ウ
サ
ギ
さ
ん
。
何
れ
の
野

党
も
支
持
率
一
桁
台
。
結
果
は
明
々
白

々
と
冷
笑
す
る
向
き
も
居
ら
れ
ま
し
ょ

う
。
成
る
程
。
が
、
今
年
６
月
の
英
国

総
選
挙
、
昨
年
４
月
の
韓
国
総
選
挙
。

テ
リ
ー
ザ
・
メ
イ
率
い
る
保
守
党
、
朴パ
ク

槿ク

恵ネ

率
い
る
セ
ヌ
リ
党
、
そ
の
何
れ
も

過
半
数
を
割
り
込
み
、
前
者
は
ハ
ン

グ
・
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
に
、
第
一
党
の
座

も
失
っ
た
後
者
は
奈
落
の
底
へ
。
共
に

世
論
調
査
で
は
圧
勝
と
報
じ
ら
れ
て
い

た
に
も
拘
ら
ず
…
…
。

「
必
要
な
の
は
、行
動
で
す
。対
話
で
な

く
圧
力
、で
も
な
く
、実
は
逃
走
と
い
う

行
動
こ
そ
」。
前
例
な
き
「
高
笑
い
総

選
挙
」
と
な
る
か
、
想
定
外
の
「
高
転

び
総
選
挙
」
と
な
る
か
、
更
に
は
、
最

後
ま
で
翻
意
を
促
し
た
菅
義
偉
官
房
長

官
の
諫
言
が
、
覆
水
盆
に
返
ら
ぬ
〝
苦

い
良
薬
〞
と
な
る
か
否
か
、
全
て
は
10

月
22
日
の
投
開
票
日
に
判
明
し
ま
す
。

果
は
「
解
散
」
の
二
文
字
。

「
首
相　

北
朝
鮮
情
勢
の
緊
迫
化
で
方

針
転
換
」。
９
月
17
日
付
「
産
経
新

聞
」
が
１
面
で
決
め
打
ち
し
た
翌
日
の

敬
老
の
日
、
堀
潤
氏
が
Ｍ
Ｃ
の
「
モ
ー 自己都合解散⇒高転び総選挙

★
次
号
11
月
号
の
発
行
日
は
10
月
27
日
で
す
。


